
４６回生スピーチ指導、校内スピーチコンテスト 

 

１．内容： 国際探求学科２年生 「国際探求Ⅱ」（２単位)の授業で、４月～７月の期間で英語 

スピーチ作成、および発表、校内コンテストを行った。クラス内の予選を勝ち進ん

だ、１３人のスピーカーによる校内スピーチコンテストでは、ディベートのテーマ

である積極的安楽死についてのスピーチや国籍、長時間労働、女性問題についての

スピーチなど社会問題に関するスピーチが発表された。コンテストの運営も学科生

徒が行い、最後には入賞者の表彰および全員での記念撮影が行われた。 

 

２．担当：JTE３名、ALT３名 

 

３．校内スピーチコンテスト日程・詳細 

  平成３０年９月１３日（木） ６・７限  視聴覚教室 
１２：５５ 視聴覚教室 最終準備（字幕、マイク、ビデオ、カメラ） 
１４：１５ 集合 
１４：２０～１５：００ Opening、前半発表（１st～８th speaker） ※１年生見学 
 休 憩（１５分）、得点集計 
１５：２０～１５：４５ 後半発表（９th～１3th speaker） 
 休 憩（１５分）、Judge Conference 
１６：００～１６：１０ Closing（Judge Comments and Awarding[１st～３rd Prize]） 

 

４．決勝出場生徒 スピーチタイトル、結果 

『Discrimination』 『Euthanasia』 
『People of all nationalities』 『In the face of death』 
『Realize the happy death』 『The Truth of Muslim』 
『Women in the weaker position than man』 『Wage difference between men and women in Japan』 

『Sightseeing makes Japan happy!』 『Animals Euthanasia』 
『The Word “Do Your Best”』 『Is It Natural?』 

『Disaster orphans and surviving child』  

  結果：１位『Is It Natural?』 ２位『Euthanasia』 ３位『The Word “Do Your Best”』 

 

５．校内コンテスト(決勝)の様子 

 

 


